
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 39, Mar. 2013

27

　はじめに

エソ科魚類 Synodontidaeは世界で 4属約 57種

が知られており（Nelson, 2006），日本近海にも 4

属 23種が分布し，このうちアカエソ属 Synodus 

Scopoli, 1777は 14種が分布している（Yamada, 

2002; Randall and Pyle, 2008）．Synodus oculeus は

南シナ海のマックルズフィールド堆から得られた

標本に基づいて，Cressey（1981）によって記載

された．その後 Senou et al. (1995)は小笠原諸島

から本種を記録し，標準和名イレズミオオメエソ

を提唱した．また，本種はオーストラリアのノー

ザンテリトリーおよびクイーンズランドにも分布

している（Russell, 1999; Hoese and Gates, 2006）．

2012年 10月 25日に鹿児島県奄美群島与論島

の供利沖で，イレズミオオメエソと同定される 3

個体が採集された．本標本は国内において小笠原

諸島以外からの初めての記録となるため，ここに

報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Cressey (1981)と Senou et al. 

(1995)に従った．標準体長は体長と表記し，他の

部位と同様にデジタルノギスを用いて測定した．

脊椎骨の計数には軟 X線写真を用いた．イレズ

ミオオメエソの生鮮時の体色の記載は，固定前に

撮影された与論島産の 3 標本（FRLM 42870, 

42871, KAUM–I. 51373）のカラー写真に基づく．

本報告に用いた標本は三重大学大学院水産実験所

（FRLM）および鹿児島大学総合博物館（KAUM）

に保管されている．

　結果と考察

Synodus oculeus Cressey, 1981

イレズミオオメエソ（Fig. 1; Table 1）

Synodus oculeus Cressey, 1981: 30, figs. 24–25, 26a (type 

locality: Macclesfield Bank, South China Sea, 76.8–

82.3 m).

標本　3個体，体長 97–106 mm，鹿児島県与論

島供利沖，水深約 100メートル，釣り，2012年

10月 25日．FRLM 42870, 体長 97 mm，採集者：

木村清志；FRLM 42871，体長 104 mm，採集者：

笹木大地；KAUM–I. 51373，体長 106 mm，採集者：

笹木大地．

記載　計数形質と体各部の体長および頭長に

対する割合（%）を Table 1に示した．

体は細長い円筒形で尾柄部はやや側扁する．頭

部はやや縦扁する．吻は短く，吻端は鋭く尖らな

い．眼は大きく頭長の 27–29%であり，上外廓を

越えて突出する．両眼窩は凹む．口裂は大きく，

わずかに傾斜し，上顎後端は眼の後縁を越える．

全ての歯は細長く先端は尖る．下顎先端に 1対の

大きな犬歯状歯がある．口蓋骨歯はすべてほぼ同

大で，顎歯よりも大きい．舌上歯はよく発達し，
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これも顎歯よりも大きい．前鼻孔後縁に三角形の

皮弁があり，その幅は高さにほぼ等しい．鰓耙は

小歯状．背鰭は第 1および第 2軟状のみが不分枝．

臀鰭始部は背鰭基底後端より後方に位置する．胸

鰭先端は腹鰭基底後端直上を越え，背鰭始部直下

に達する．腹鰭先端は背鰭基底の後端下を越える．

尾鰭後縁は深く湾入する．脂鰭がある．鱗は円鱗

で大きく，体，頬，鰓蓋を覆う．尾柄は長く低い．

肛門は臀鰭始部の直前に位置する．

色彩　生鮮時の色彩―吻，頭部背面，体背面

および体背側面は赤みがかった白色地に淡朱色斑

が散在する．頬，鰓蓋および体腹側面はわずかに

赤みがかった白色で臀鰭始部より後方は薄桃色．

瞳孔の外縁は朱色．背鰭，臀鰭，尾鰭の鰭条は淡

朱色で鰭膜は透明．背鰭の鰭条と鰭膜の先端は白

く縁取られる．腹鰭は鰭条，鰭膜ともに白色．尾

鰭の下葉先端は白色．

ホルマリン固定後アルコール保存標本の色彩

―頭部背面，体背面および体側背面は褐色，体

側腹面は淡褐色となり，暗色斑列が見られる．頬

部および鰓蓋は白色で微小な黒斑が散在する．眼

窩上縁に黒斑がある．吻はわずかに黒ずむ．すべ

ての鰭条と鰭膜は透明．

分布　鹿児島県与論島（本研究），小笠原諸島

（Senou et al., 1995），南シナ海，アンダマン海，

ソマリア（Cressey, 1981），オーストラリア，ノー

ザンテリトリーおよびクイーンズランド（Russell, 

Fig. 1. Fresh specimen of Synodus oculeus (KAUM–I. 51373, 103 mm SL, off Tomori, Yoron-jima I., Kagoshima, Japan).

Table 1. Counts and proportional measurements of Synodus 
oculeus.

Standard length (SL; mm) 97–106 (102, 3)
Counts

Dorsal-fin rays 12 (3)
Anal-fin rays 9–11 (10.0, 3)
Pectoral-fin rays 12 (3)
Pelvic-fin rays 8 (3)
Branched caudal-fin rays 19 (2)
Scales on lateral line 55–56 (55.3, 3)
Scales above lateral line 3.5 (3)
Scales below lateral line 4 (3)
Predorsal scales 14–15 (14.3, 3)
Circumpedunclar scales 14 (3)
Rows of cheek scales 3 (3)
Total vertebrae 55–56 (55.3, 3)

Measurements (% SL)
Head length 29–29 (29.2, 3)
Pre-dorsal-fin length 41–43 (41.9, 3)
Pre-adipose-fin length 84–85 (84.5, 3)
Pre-anal-fin length 77–80 (78.4, 3)
Pre-pectoral-fin length 27–29 (27.8, 3)
Pre-pelvic-fin length 36–38 (36.9, 3)
Body depth 14–15 (14.5, 3)
Caudal-peduncle depth 4.4–5.0 (4.7, 3)
Caudal-peduncle length 11–13 (11.7, 3)
First-dorsal ray length 9.7–11 (10.1, 2)
Longest dorsal-fin length 16–18 (16.4, 3)
Longest anal-fin length 6.7–8.9 (7.7, 3)
Pectoral-fin length 15–15 (15.1, 3)
Pelvic-fin length 24–25 (24.6, 3)
Dorsal-fin base length 14–15 (14.2, 3)
Anal-fin base length 8.7–9.9 (9.3, 3)

Measurements (% head length)
Snout length 22–24 (22.8, 3)
Upper-jaw length 56–60 (57.7, 3)
Eye diameter 27–29 (27.7, 3)
Interorbital width 16–20 (18.2, 3)

Figures in parentheses indicate mean values and sample size.
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1999; Hoese and Gates, 2006）．

備考　本標本では，Senou et al. (1995)や Yama-

da (2002)の示した生鮮時に見られる眼から後方

へ向かう 3本の赤色線は顕著ではなかったが，そ

の他の形質については Synodus oculeusの原記載

（Cressey, 1981）とよく一致した．本種は日本産

の同属他種と比べて，吻長が短いこと，眼径が大

きいこと，体側の斑紋などから容易に区別される．

イレズミオオメエソはこれまで国内では小笠

原諸島からの記録のみであったが，与論島から記

録されたことで，西太平洋熱帯域から北では琉球

列島や小笠原諸島まで広く分布することが示唆さ

れた．
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